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含む 2階建てが 90％と多く、55％が 2011年の洪水
時においても床上浸水の被害がなかった7。また、
清掃にかかった日数も半日程度や 1、2日程度と答
えた人が最も多く、半数以上をしめている。敷地内
外は浸水しても、床上浸水しない高床式住居は、浸
水時の被害を軽減し、最小限の清掃で迅速に復旧で
きる住居の工夫となっている。
3.2.6　洪水への備えと2011年洪水で困ったこと
　B氏によると、通常は1～2ヶ月の浸水を想定して、
十分な飲み水を用意しているが、2011年の浸水は
4ヶ月と非常に長く、飲み水が買えなくて困ったと
いう。一番困ったのはトイレであった。初めは川の
流れのあるところを探して用を足した。そのうち高
専の学生ボランティアが仮設トイレを持ってきて、
寺や役所などに設置してくれたのでそれらを利用し
た。毎日の水浴びは川で行ったが最後はきれいな水
で洗い流したという。移動の際には、どうしても水
に浸かりながらになるので、水虫や病気になること
が避けられない。
　洪水になると必ず、飲料水や非常食、水虫の薬な
どが入った救援物資が配られる。直接配布車から受
け取る場合もあるが、政府は村長に支援物資の引き
換えクーポンを配布するように指示している。村長
は被害状況や家族人数などを考慮して誰に配布する
かを決めてクーポンを渡す。そうすることで早い者
勝ちではなく、必要な人に支援が行き渡る。本人が
取りに行けない場合は、近隣の人に依頼して受け取
りを行ってもらう方式である。
3.3　C氏へのインタビュー
　C氏（65歳）に洪水対応と子どもの頃について
語ってもらった。
　C氏は妻と娘、2人の姉家族、6人で同居している。
現在の高床式住居は 70年前に建てられ、39年前に
増築されている。当時は川沿いのベランダ部分は、
昼はコーヒーショップ、夜は酒類を提供する飲食店
であった。2006年の洪水後、2007年に RC造の 3m
の柱に変えて床を高くするジャッキアップを行った。
そして、洪水の流れを弱めるために、庭に木を植え
たり、石を置いたり、フェンスを作ったりした。C
氏は 30年近く闘鶏を行っており、鶏を 60羽程度飼
育しているため、庭には鶏かごが多く配置されてい
る。2011年の洪水は流れも早く、自宅の壁が壊れ
たという。入口の階段を登ってすぐの、床の高さが
低いテラスの木の壁が壊れた。さらに鶏たちも向か
い側の高台に避難させきれなかったという。
　C氏もまた、B氏同様に 1970年代にはロイクラ
トンの際には集落に水があって（集落が浸水してい
て）、舟で友達と水上のお店を回った楽しい思い出
があるという。
3.4　D氏へのインタビュー
　D氏（66歳）の高床式住居は床を高くするジャッ
キアップを行っていないが、並び建つ弟 2人の高床
式住居はジャッキアップを行い、この集落で最も床
高が高い。そこで、ジャッキアップを行った経緯に
ついて語ってもらった。
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3.4.1　床を高くする工夫
　弟たちの自宅はともに、2017年にジャッキアッ
プを行い、地面から床までの高さは 3.85mある（図
5）。61歳の弟は定年退職後もバンコクで仕事を続
けており、2週間に一度帰省している。53歳の弟は、
アユタヤで塗装業をしており、毎日自宅から通勤し
ている。二人とも経済的に余裕があり、浸水の心配
がいらない家にしたという。
　ジャッキアップの工事は東北タイ地方の職人に依
頼した。同時に 3棟のジャッキアップを行い、30
人が 20日間泊まり込みで行った。トイレやシャワー
などは家族や親戚が提供し、近隣の住居や高床住居
の床下などに寝泊りした。1棟に概ね 10万バーツ
（約 34万円）かかった。
　2015年には向かい側にある、床高 50～70cmだっ
た木造高床式住居も RC造 2.5mの柱につけ替える
ジャッキアップ工事を行っているが、やはり東北タ
イ地方の別の業者に依頼している。
　D氏及び D氏の近隣住民は、床を高くする工事
は地元業者よりも東北タイ地方の職人の技術が高い
と考えている。地元業者が近隣の寺院の床のジャッ
キアップ工事を請け負ったが、その後数年で崩落し
た。話を聞く中で、このことが、工事を請負った地
元業者だけでなく地元業者全体の技術の信用失墜に
つながっていることが推測された。
４．まとめ
　1950～1960年頃は、自然にまかせた稲作で、雨
季前に準備し、雨季の終わりに収穫していた。小学
校への通学、稲作、行事、儀礼などにも舟を使って
生活をしていた。また、雨季前には、舟の防水処理
を施し、床をあげるための資材を床下に備えるなど
準備を行っていた。雨季になり集落が浸水すると、
魚釣りをし、水草を食料とするなど浸水を受け入れ
た水と共生した自給的生活を行っていた。
　その後、道路が建設されると道路を守るため低く
なった住宅地域が浸水し、水が滞留して長期浸水す
ることが多くなった。2011年の洪水は 4ヶ月と長期
間に渡って浸水し、生活に困難をきたした。しかし、
ある程度の浸水は毎年のことと認識している。
　4人のインタビューから、洪水時における工夫が
明らかとなった。浸水しそうな時にはものを高いと
ころに避難させる、床板や足場を使って床を持ち上
げそこで生活する、雨季前の舟のメンテナンスを行
い、洪水時には舟の貸し借りを行う、水が引き始め
る頃には清掃を開始して迅速な復旧を行う。そして、
洪水後には浸水しないよう柱を付け替えるジャッキ
アップ工事、住居の新築などが行われてきた。この
地域で多くみられる高床式住居は清掃も容易にでき、
素早く復旧することができる。こうした生活行動を
繰り返しながら洪水に対応してきた。
　現在は、1950～1960年代に比べると日常的にも
儀礼時においても水との関わりははるかに少なく
なってきているが、洪水を受容した生活は継承され
ている。洪水を受容し、水と関わりがあった豊かな
住文化は伝承される機会は多くはないため、洪水に
対応するための工夫とともに次世代に伝承すること
も重要と考える。
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図５　ジャッキアップした 2棟の高床式住居
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